
 

   瀬戸市概算数量発注工事実施要領 

 

 

 （趣旨） 

第１条 この要領は、本市が発注する公共工事の品質を確保しつつ、 

設計積算業務の簡略化及び効率化を促進し､事業の円滑な執行を目

的として行う概算数量発注工事について必要な事項を定めるものと

する。 

 （定義） 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各

号に定めるところによる。 

 ⑴ 当初設計図書 次のアからキまでに定めるもののうち、工事

ごとに発注者が指定するものをいう。 

  ア 位置図 

  イ 平面図（施工範囲が明確となるもの） 

  ウ 標準断面図（代表的な断面図） 

  エ 工事費内訳書 

  オ 数量計算書、数量集計表及び数量総括表 

  カ 特記仕様書 

  キ その他特に発注者が定めたもの 

 ⑵ 概算数量 当初設計図書の図面等により算出した概算の数量

をいう。 

 ⑶ 概算数量発注工事 当初設計を概算数量により行い工事を発

注し、契約後に受注者が行う設計照査及び現地測量にて確定し

た設計数量に基づき契約変更を行って施工する工事をいう(一部

を概算数量により発注する工事を含む｡)。 

⑷ 工事計画図書 受注後に、工事の施工範囲の確認、設計照査

及び現地測量を行った結果をもとに作成する、施工数量の根拠

となる次のアからキまでに定めるもののうち、工事ごとに発注



 

者が指定するものをいう。 

  ア 平面図 

  イ 縦・横断面図 

  ウ 構造図 

  工 展開図 

  オ 詳細図 

  カ 数量計算書、数量集計表及び数量総括表 

  キ その他特に発注者が定めたもの 

 (対象工事) 

第３条 概算数量発注工事の対象となる工事は、原則として設計価格

が１億円未満の建設工事であり、かつ、次の各号に定める要件に該

当する工事のうち、市長が定める工事とする。 

⑴ 維持、修繕及び舗装復旧工事 

⑵ 構造計算若しくは安定計算又は用地買収を伴わない工事 

 (入札公告書等への明示) 

第４条 入札公告書等には、概算数量発注工事であることを明示す

る。 

 (当初設計図書の作成) 

第５条 概算数量で発注する工事の当初設計図書には、次の各号に掲

げる方法により概算であることを明示する。 

  ⑴ 工事費内訳書 摘要欄又は備考欄に「概算」と明示する。 

 ⑵ 数量計算書、数量集計表及び数量総括表 摘要欄又は備考欄

に「概算」と明示する。 

 ⑶ 特記仕様書 数量が概算であること及び次のアからウまでに

掲げる契約後の手続きを明示する。 

ア 工事計画図書の範囲を確定すること。 

イ 受注者は発注者の立ち会いのもと、現地で施工範囲を確認

し、設計照査及び現場測量を行い、施工前に設計数量を確定



 

するための工事計画図書を監督員に提出し、承諾を得るこ

と。 

ウ イの規定にかかわらず工事着手後にしか数量が定まらない

ものについては、数量確定後、遅滞なく出来高数量に基づく

変更後の工事計画図書を監督員に提出し、承諾を得ること。 

 （工事計画図書の作成費用） 

第６条 受注者が施工前に行う工事計画図書の作成費用として、発注

者は「工事計画図書作成費」を共通仮設費の「準備費」に計上する

こととする。ただし、工事計画図書の作成に必要な調査及び測量

は、通常行う設計図書の照査の範囲内であるため費用計上は行わな

いものとする。 

 （工期の設定） 

第７条 工期を設定する際には、標準工期に加え、工事計画図書の作

成の期間として１０日を標準とし、工事の発注内容により適宜期間

を見込むこととする。 

 （設計変更） 

第８条 工事計画図書に基づく設計変更については、次の各号のとお

り行うものとする。 

⑴ 発注者は、工事計画図書を精査し、受注者の都合による増工

等がないか確認しなければならない。 

⑵ 発注者は、工事計画図書に基づく設計数量の確定後、遅滞な

く設計変更協議を行い、工期末までの必要な時期に契約変更を

行うものとする。 

⑶ 変更理由は、「概算数量発注工事の現場精査による変更」とす

る。 

２ 設計変更による契約変更は、瀬戸市設計変更事務取扱要領（平成

１８年８月１日施行）によるものとする。 

 



 

 

附 則 

(施行期日) 

１ この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

(瀬戸市概算数量発注工事試行要領の廃止) 

２ 瀬戸市概算数量発注工事試行要領は廃止する。 

 


